
　
オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
は
環
境
省
絶

滅
危
惧
Ⅰ
類
に
選
定
さ
れ
た
非

常
に
希
少
な
蝶
で
、
本
州
で
は
飯

山
を
含
め
、
長
野
県
の
３
地
区
に

の
み
生
息
し
て
い
る
蝶
で
す
。

　
オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
保
護
活
動
の

説
明
を
受
け
な
が
ら
、
成
虫
の

観
察
、
里
山
保
全
の
意
義
を
学

習
し
ま
す
。

・
日
時 

６
月
９
日
㈰  

　
　
　
６
月
16
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
〜
12
時

・
集
合
場
所　

飯
山
市
公
民
館

※
生
息
地
ま
で
は
バ
ス
で
移
動
し

ま
す
。

・
参
加
対
象　

飯
山
の
自
然
に
関

心
の
あ
る
一
般
、
親
子
（
小
中
学

生
と
保
護
者
）

・
募
集
人
数　

40
名

・
申
込
締
切　
５
月
31
日
㈮
ま
で

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

学
習
支
援
課
文
化
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
62
３
３
４
２

総
合

学
習

No.73
平成25年（2013）5月15日発行
発行・編集：総合学習センター

飯山市公民館 ☎ 62-3342
市立飯山図書館 ☎ 62-1118
飯山市美術館 ☎ 62-1501
いいやま女性センター未来 ☎ 62-0543
飯山市ふるさと館 ☎ 67-2030
飯山公民館 ☎ 62-3342
秋津公民館 ☎ 62-2330
木島公民館 ☎ 62-0555
瑞穂公民館 ☎ 65-2501
柳原公民館 ☎ 62-5562
富倉公民館 ☎ 67-2136
外様公民館 ☎ 62-1029
常盤公民館 ☎ 62-3200
太田公民館 ☎ 65-4579
岡山公民館 ☎ 69-2010

センター
だより

公民館報   NO.681
図書館だより　NO.409

飯山市 の歴史

31  総合学習センターだより / 13.5 30

　菜の花公園は近景に菜の花、
中景に千曲川、遠景に北信五岳
を望むことができる場所です。こ
こに咲く菜の花は漬物用の“野沢
菜 ”で、秋に収穫せず春までそ
のままにしておくのです。
菜の花公園は旧飯山営林署の苗
圃で樹木の種類が多くあります。
なかでも“リギダマツ（ミツバマ
ツ）”は葉が３本ある珍しい松で、
飯山市内にはここにしかありませ
ん。昭和 46～ 47年頃、防風・
砂防林として本種を植栽したとき
の生き残りと考えられています。

菜の花公園の自然
菜の花公園

飯山市公民館＆瑞穂公民館　共催事業
『 みずほの郷再発見塾 』
－ 見て学ぶ小菅の松

まつこ
子 －

　戸隠、飯
いいづな
縄とともに北信３大修験場として並び称される小菅神社。その小菅神

社で３年に1度開催されるのが、松
まつこ
子と呼ばれる「柱

はしらまつさいとうしんじ
松柴燈神事」。国の重要無

形文化財にも指定された天下太平か五穀豊穣かを占う神事を、実際に見て、学習
してみませんか。

第１回目　「柱松建立見学」　※雨天決行
＊日　　時　平成２５年７月７日（日）12:45～16:20
＊集　　合　飯山市公民館　12:45分集合
＊内　　容　柱松建立の見学、小菅神社里宮、桂清水、菩提院と鐘など瑞穂小唄
　　　　　　に歌われる地名を見学、学習します。
                     ※飯山市公民館から会場までマイクロバスで移動します。

第２回目　「神
みこしとぎょ
輿渡御」・「柱

はしらまつさいとうしんじ
松柴燈神事」の見学　※雨天決行

＊日　　時　平成２５年７月１５日（月祝）12:45～16:30
＊集　　合　飯山市公民館　12時45分集合
＊内　　容　「神輿渡御」「柱松柴燈神事」を見学します。
　　　　　　※飯山市公民館から会場までマイクロバスで移動します。
＊受講方法　2回を通して受講していただきます。
＊募集定員　30名（飯山市公民館での受付定員です。）
＊参  加  料　無　料
＊申込期限　6月21日（金）までに飯山市公民館☎62-3342までお申込ください。
（瑞穂地区の方は瑞穂公民館☎65-2501までお申込ください。）
※定員になり次第、締切とさせていただきます。

みんなで一緒に大笑いしませんか？

「笑いヨガ教室」（全６回開催予定）
　「笑い」はストレスの軽減、免疫力の向上、脳血流量の増加、
血糖値や血圧のコントロールなど心身の健康に大変優れた効果が
あります。笑いヨガは「笑いの体操」と「ヨガの呼吸法」を組み
合わせて、笑いの伝染力を活用しながら有酸素運動と同じような
効果が得られます。
　みんなで一緒に大笑いして、ストレス発散！心と体の免疫力を
アップさせて、笑いの効果を実感してみませんか。みなさんのご
参加をお待ちしております。（この講座は介護予防教室と共催事
業となりますので、あらかじめご了承ください。）
◆日　　時 ：６月１０日（月）午後１時 30分～３時３０分　　   
◆定　　員：１２名（定員になり次第締め切ります）
◆受 講 料 : ３００円
◆場　　所  ：飯山市公民館２０６教室　　　　　　　　　　　　　
◆申込期間：5月３1日（金）まで
◆申 込 先 ：飯山市公民館　☎ 0269-62-3342
◆講　　師：ラフターヨガ認定ティーチャー　池田　信子氏

飯山の素晴らしい景色を再発見！

いいやまビューポイントめぐり
　「飯山の景色は素晴らしい！」市外からの観光客のみなさんは、口々にそう言います。でも「自分が住んでいる地区の素晴ら
しい景色を教えてください。」と尋ねられたとき、すぐに言える方は何人いるでしょうか？
　バスに乗って、故・岩上隆静先生が残されたメモを元に、一緒に飯山の素晴らしい景色を見に行きませんか？

◆日　　時 ：６月２日（日）午前 9時～午後 3時３０分
◆場　　所  ：飯山市公民館集合 ( 雨天中止）
◆定　　員：３０名（定員になり次第締め切り）
◆参 加 費 : 無料
◆申込期間：5月２７日（月）まで
◆申 込 先 ：飯山市公民館　℡６２－３３４２
◆持 ち 物 ：飲み物・昼食・歩きやすい服装
◆そ の 他 ：申し込まれた方には再度ご案内は出しませんので、直接、飯山市公民館へご集合ください。

続 

信
越
ト
レ
イ
ル
を
歩
こ
う

参
加
者
募
集
！

☆
日
時　
６
月
23
日
㈰
小
雨
決
行

☆
コ
ー
ス(

セ
ク
シ
ョ
ン
５)

　
関
田
峠
〜
伏
野
峠　

参
考
時
間　
約
７
時
間（
昼
食・休
憩
含
）

歩
行
距
離　
約
12
・
４
ｋｍ

☆
日　
程　

　
午
前
８
時 

飯
山
市
公
民
館
集
合
〜

午
後
４
時
30
分 

飯
山
市
公
民
館
着 

解

散
予
定

☆
定　
員　
30
名（
市
公
民
館
受
付
分
）

☆
移
動
方
法
・
・
・
飯
山
市
公
民
館
か

ら
バ
ス
等
で
関
田
峠
へ
行
き
ま
す
。

　
☆
参
加
費
・
・
・
１
，
５
０
０
円

（
ガ
イ
ド
料
等
含
）﹇
当
日
受
付
に
て
﹈

　
☆
持
ち
物
・・・昼
食
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

軍
手
、
山
歩
き
で
き
る
服
装　

☆
参
加
資
格
・
・
・
小
学
４
年
生
以

上
の
飯
山
市
民
で
完
歩
で
き
る
人　

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）　

　
☆
そ
の
他
・
・
・
完
歩
者
に
は
、「
完

歩
証
明
書
」
を
発
行
し
ま
す
。

☆
申
込
み　
６
月
３
日
㈪
か
ら　
　

※
申
込
者
が
定
員
に
達
し
た
時
点
で　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

締
め
切
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

飯
山
市
公
民
館     

☎
62
３
３
４
２

◆
太
田
地
区
の
方
は

太
田
公
民
館       

☎
65
４
５
７
９　

　

   

オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
観
察
会

　
　
　
　
　
　

   

参
加
者
募
集

◆日　　時 ：６月１０日（月）午後１時 30分～３時３０分　　   ◆参 加 費 : ３００円
◆場　　所  ：飯山市公民館２０６教室　　　　　　　　　　　　　◆申込期間：5月３1日（金）まで
◆定　　員：１２名（定員になり次第締め切り）　　　　　　　　  ◆申 込 先 ：飯山市公民館　☎ 0269-62-3342
◆講　　師：ラフターヨガ認定ティーチャー　池田　信子氏
◆そ の 他 ：・申し込まれた方へは、後日詳しいご案内をお送りします。
　　　　　　・この講座は介護予防教室と共催の事業となりますので、あらかじめご了承ください。
　　　　　　・講座は全６回を予定しています。

◆日　　時 ：６月１６日（日）午前８時 30分～ 12時
◆場　　所 ：桂池周辺　※小雨決行　   
◆集　　合：午前 8時 30分　飯山市公民館
　　　　　　午前９時 00分　外様地区活性化センター
◆服　　装：長袖、長ズボン、長靴など（山に入る格好）
◆対　　象：小学 1年生以上（1.2 年生は要保護者同伴）
◆持 ち 物 : タオル、飲み物、筆記用具、雨具など
◆申込期間：6 月７日（金）まで
◆申 込 先 ：飯山市公民館　☎ 0269-62-3342
　　　　　　外様地区の方は外様公民館☎ 0269-62-1029
◆そ の 他 : 参加にあたっては、保護者の承諾と責任で　
　　　　　  お申込をお願いします。

外様公民館＆飯山市公民館共催

かえるの学校
外様公民館との共催事業として、天然記念物黒岩
山に生息するモリアオガエル、クロサンショウウオ、
山野草の観察を行います。



　

毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日

に
飯
山
市
公
民
館
を
拠
点
に
活

動
し
て
い
る
登
録
社
会
教
育
団

体
「
リ
ア
ル
イ
ラ
ス
ト
く
ら
ぶ
」

と
の
共
催
で
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企

画
展
「
リ
ア
ル
イ
ラ
ス
ト
く
ら

ぶ
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
何
で
こ
ん
な
地
味
な
作
業

を
繰
り
返
す
の
か
？
」「
筆
先

が
す
り
減
る
ほ
ど
絵
を
描
い
た

こ
と
な
ど
な
か
っ
た
」「
形
を

正
確
に
写
し
取
る
こ
と
よ
り

も
、
生
き
生
き
と
明
る
く
、
命

を
感
じ
る
作
品
を
描
こ
う
」・・・

と
い
う
思
い
で
描
か
れ
た
「
リ

ア
ル
す
ぎ
る
」
イ
ラ
ス
ト
の

数
々
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
期　

間

　

６
月
23
日
㈰
〜
７
月
７
日
㈰

・
会　

場

飯
山
市
美
術
館
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

・
開
館
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

・
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

（
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は

　
　
　
　
　
　
　

翌
日
休
館
）

・
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

　
　
（
市
内
の
小
中
学
生
は
無
料
）

・
問
合
せ
先

　
　

飯
山
市
美
術
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
62
１
５
０
１
）

　

さ
て
さ
て
、
は
じ
め
て
迎
え
る

飯
山
の
春
。
好
物
の
タ
ケ
ノ
コ
め

が
け
て
山
へ
行
っ
て
き
ま
す
！

・
写
真
の
解
説

　
４
月
上
旬
、
信
越
ト
レ
イ
ル
で

鍋
倉
山
を
バ
ッ
ク
に
イ
グ
ル
ー
を

作
っ
て
寝
ま
し
た
。
岡
山
地
区
の

夜
景
は
、
星
の
よ
う
に
ま
ば
ら
で

美
し
か
っ
た
で
す
。

お
っ
か
な
び
っ
く
り
食
べ
た
秋
。

　

そ
し
て
「
白
い
悪
魔
が
や
っ
て

く
る
ぞ
」
と
村
人
に
脅
か
さ
れ

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
挑
ん
だ
こ
の

冬
。

　
い
や
は
や
、
楽
し
か
っ
た
。
朝

玄
関
の
戸
を
開
け
る
瞬
間
が
待
ち

遠
し
く
て
、
毎
朝
早
起
き
し
ま
し

た
。
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
と
春
を

待
ち
望
む
村
人
に
「
バ
カ
ヤ
ロ
ー
」

と
怒
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
こ
の
非
条
理
と
さ
え
思
え

る
豪
雪
こ
そ
が
、
山
を
、
森
を
、

田
ん
ぼ
を
育
み
、
人
と
人
と
の
距

離
を
縮
め
て
温
か
い
人
格
を
育
て

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

世
界
で
も
類
を
み
な
い
豪
雪

地
、
こ
こ
飯
山
に
根
ざ
し
た
こ
と

を
、
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。
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人 権
学習シリーズ

　

人
間
と
い
う
も
の
は
お
も
し
ろ

い
も
の
で
、
い
つ
も
白
を
白
と
言

う
か
と
思
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う

で
は
な
い
。
心
か
ら
協
力
し
て
く

れ
る
人
は
、
白
い
も
の
は
白
い
、

黒
い
も
の
は
黒
い
と
言
っ
て
く
れ

る
。

　
け
れ
ど
、
あ
の
人
に
は
協
力
し

た
く
な
い
と
な
れ
ば
、
白
を
黒
と

言
う
こ
と
も
あ
る
。
と
に
か
く
協

力
を
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ

て
、
仕
事
の
内
容
、
質
が
違
っ
て

く
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
人
間

社
会
と
い
う
も
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

し
た
が
っ
て
、
人
間
に
と
っ
て

大
事
な
こ
と
は
、
そ
の
人
に
学
問

が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
他
人
か

ら
愛
さ
れ
、
喜
ん
で
協
力
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
、
徳
を
持
っ
た
人

間
を
育
て
る
こ
と
だ
と
思
う
。

　

学
問
に
し
て
も
技
術
に
し
て

も
、
こ
の
世
の
中
の
全
て
の
も
の

は
、
社
会
に
奉
仕
す
る
一
つ
の
手

段
に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
単
に
学

問
が
で
き
る
、
技
術
が
あ
る
、
だ

か
ら
人
よ
り
偉
い
と
い
う
の
は
大

き
な
勘
違
い
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
学
問
な
り
技
術

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
立
派
な
こ

と
に
違
い
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ

を
社
会
の
た
め
に
有
効
に
使
っ
て

は
じ
め
て
す
ぐ
れ
た
人
間
だ
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と

思
う
。何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、

人
を
愛
す
る
心
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

仕
事
で
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
稼
げ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で

は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
誰
し
も
会
社

の
た
め
に
、
生
活
の
た
め
に
仕
事

を
し
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ

れ
が
他
人
の
ひ
ん
し
ゅ
く
を
か
う

よ
う
な
や
り
方
で
あ
れ
ば
、
一
時

的
に
は
と
も
か
く
、
長
い
目
で
見

る
と
や
は
り
、
そ
こ
に
は
仕
事
を

通
し
て
社
会
に
奉
仕
す
る
と
い
う

考
え
方
が
基
本
に
流
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

昨
年
の
８
月
、
横
浜
市
か
ら

岡
山
地
区
の
藤
沢
集
落
に
引
っ

越
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
の
秋
に
信
越
ト

レ
イ
ル
を
歩
い
て
、
関
田
山
脈
の

深
い
ブ
ナ
の
森
に
魅
了
さ
れ
ま
し

た
。
仕
事
柄
、
全
国
各
地
の
山
々

を
歩
い
て
い
ま
す
が
、「
こ
の
森

の
近
く
に
住
ん
で
み
た
い
な
」
と

い
う
想
い
が
芽
生
え
た
の
は
は
じ

め
て
の
こ
と
で
す
。
そ
の
想
い
が

日
に
日
に
募
り
、
つ
い
に
移
住
に

踏
み
切
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
い
つ
も
玄
関
の
前
に
野
菜
が
届

け
ら
れ
、
野
菜
を
買
う
と
い
う

概
念
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ

た
夏
。

　

隣
の
と
う
ち
ゃ
ん
に
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
採
っ
た
キ
ノ
コ
を

「
リ
ア
ル
イ
ラ
ス
ト
く
ら
ぶ
展
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開  

催

人
を
育
て
る
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
部
長　

稲
生　

孝

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

筆者紹介
森山伸也さん 35歳　新潟県三条市出身。
アウトドア／山岳フリーライター
雑誌「BE-PAL」「ワンダーフォーゲル」「PEAKS」
などで執筆中です。
                               （岡山公民館広報部）

「
世
界
で
も
類
を
み
な
い
豪
雪
地
、

     

こ
こ
飯
山
に
根
ざ
し
た
こ
と
を
、誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。」

　
４
月
27
日
㈯
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
・

テ
レ
コ
ム
IT
推
進
室
の
鳥
海
政
洋

氏
と
株
式
会
社
Ｒ
ｅ
Ｍ
代
表
取
締

役
・
元
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

運
営
部
の
安
東
恭
二
氏
を
迎
え
、

飯
山
市
公
民
館
２
階
講
堂
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

鳥
海
氏
か
ら
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
た

ネ
ッ
ト
市
場
の
活
用
法
が
、
安
東

氏
か
ら
は
、
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト

に
基
づ
い
た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

の
運
営
、
お
も
て
な
し
方
法
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
集
客
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
、
お
も
て
な
し
の
行
動
指

針
な
ど
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
。」

「
情
報
の
共
有
の
大
切
さ
を
改
め

て
感
じ
た
。」
な
ど
の
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

４
月
25
日
㈭
、
平
成
25
年
度

飯
山
市
公
民
館
長
・
主
事
合
同

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
本
年
４
月
１
日

付
け
に
て
、
再
任
さ
れ
た
公
民
館

長
へ
、
長
瀬
哲
飯
山
市
教
育
長
よ

り
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
飯
山
市
地
区
公
民
館
長
会

正
副
会
長
の
選
出
も
行
わ
れ
、
互

選
に
よ
り
会
長
に
秋
津
公
民
館

長
の
坪
井
久
さ
ん
、
副
会
長
に
太

田
公
民
館
長
の
宮
澤
章
榮
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
本
年
度
飯
山
市
公

民
館
の
運
営
方
針
や
各
公
民
館
の

事
業
実
績
と
計
画
の
報
告
、
長
野

県
・
北
信
地
域
・
飯
水
地
域
の
各

公
民
館
運
営
協
議
会
の
事
業
予

定
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
館
の
連
携
、
地
区
館

と
本
館
の
連
携
だ
け
で
な
く
、
各

地
区
館
ど
う
し
で
連
携
し
て
い
き

た
い
事
業
に
つ
い
て
活
発
な
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

再　
任　
者

再　
任　
者

◇
富
倉
公
民
館
長
（
再
任
）

　
上
野
今
朝
江  

◇
外
様
公
民
館
長
（
再
任
）　　

　
小
林
和
人

◇
太
田
公
民
館
長
（
再
任
）

　

宮
澤
章
榮   

　
飯
山
市
公
民
館

  

館
長
・
主
事
合
同
会
議
開
催

「
創
造
す
る
力
を
未
来
へ
！！
」

第
33
回
飯
山
市
民
芸
術
祭

              （
展
示
部
門
） 開
催

　

第
33
回
飯
山
市
民
芸
術
祭
（
展

示
部
門
）
は
、
日
頃
の
学
習
の
成

果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、
飯
山

市
芸
術
文
化
協
会
が
主
催
と
な
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
13
日
㈯
14
日
㈰
に
、
飯
山

市
公
民
館
、
飯
山
市
美
術
館
を
会

場
に
開
催
さ
れ
29
団
体
、
個
人
10

名
が
参
加
、
数
多
く
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
来
場
者

は
６
４
０
名
を
超
え
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、
大
勢
の
方
に
作
品

を
見
学
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
来
場
さ
れ
た
方
々
は
、

熱
心
に
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。
多
く
の
方
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

多くの皆さんにご来館いただきました。

▲世界に通用するビジネスマンの両氏の講演

飯
山
市
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展

「
飯
山
市
と
と
も
に
半
世
紀

 

交
流
の
歴
史
と
鏡
展
」
開
催
中

　
５
月
１
日
㈬
、
新
幹
線
飯
山
駅

開
業
前
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
文
化

北
竜
館
開
設
50
周
年
を
記
念
し
た

「
交
流
の
歴
史
と
鏡
展
」
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
文
化
学
園
服
飾
博

物
館
佐
藤
正
明
副
館
長
か
ら
「
北

竜
湖
湖
畔
に
北
竜
湖
山
荘
を
作
っ

て
か
ら
、
も
う
50
年
に
な
る
。
こ

れ
か
ら
も
一
層
、
飯
山
市
と
交
流

を
深
め
る
と
と
も
に
、
飯
山
市
の

発
展
を
祈
念
し
ま
す
。」
と
挨
拶

が
あ
り
、
足
立
市
長
か
ら
も
「
文

化
北
竜
館
開
設
50
周
年
と
、
新

幹
線
飯
山
駅
開
業
も
近
い
と
い

う
こ
と
か
ら
、
一
緒
に
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
で
き
な
い
か
と
大
沼
理
事

長
か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
、
今
回

開
催
で
き
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し

い
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

貴
重
な
鏡
を
展
示
し
た
こ
の
企

画
展
は
６
月
16
日
㈰
ま
で
開
催

中
で
す
。

飯
山
雪
国
大
学
公
開
講
座

「
集
客
」
と
「
お
も
て
な
し
」
で

 

飯
山
地
域
を
成
功
に
導
く
開
催

ますますの発展を祈念して



　ふるさと館では次回の企画展に向けて、大正 10年
頃から昭和にかけての、飯山線にまつわる写真やプ
レートなどの資料を捜しています。

その他、学校の授業などで描いたスケッチなどでも
けっこうです。

資料をお持ちの方は、ふるさ
と館までご連絡をお願いし
ます。

◇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・

　
　
　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　

５
月
26
日
㈰
飯
山
市
屋
内

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
・
長
峰
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
で
開
催
し
ま
す
。

◇
第
18
回
外
様
公
民
館
長
杯
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

日
時　
６
月
２
日
㈰
午
後
１
時
〜

場
所　

長
峰
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

◇
か
え
る
の
学
校

（
外
様
公
民
館・飯
山
市
公
民
館
共
催
）

日　

時　
６
月
16
日
㈰　

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜

※
詳
し
く
は
31
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◇
第
７
回
常
盤
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

　
　
　
　
　
　
　
（
申
込
受
付
中
）

　
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
の
基
本
は
走

る
こ
と
で
す
。
さ
あ
、
若
人
よ
、

Ｌｅ
ｔ
’
ｓ　
ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ

　
　
　
　
ｒ
ｕ
ｎ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
！

日　

時　

６
月
２
日
㈰　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜

場　

所　

常
盤
保
育
園
周
辺

　
　
　
　
　
　
　

特
設
コ
ー
ス

申
し
込
み
先

常
盤
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

  

☎
62
３
２
０
０

◇
第
43
回
瑞
穂
地
区
球
技
大
会

　
６
月
２
日
㈰
、
東
小
学
校
と
瑞

穂
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
開
催
予

定
で
す
。

◇
健
康
講
演
会

日　

時　
６
月
４
日
㈫

　
　

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分

題　

名　
「
死
ぬ
ま
で
元
気
で
！
」

講　

師　

飯
山
赤
十
字
病
院　

　
　
　
　

院
長  

古
川
賢
一
先
生

　

介
護
の
世
話
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
年
を
重
ね
て
も
元
気
で
暮
ら

す
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ

う
か
。
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
お
話
で

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

柳

原

◇
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
参
加
者
募
集

　

４
月
24
日
か
ら
毎
週
水
曜
日

に
戸
狩
小
学
校
校
庭
で
ラ
ン
ニ
ン

グ
教
室
を
開
講
し
て
い
ま
す
（
時

間
は
午
後
６
時
30
分
〜
）。
引
き

続
き
、
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
太
田
地
区
活
性
化
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◇
太
田
地
区
球
技
大
会

　

６
月
16
日
㈰
、
戸
狩
小
学
校

と
緑
の
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
会

場
に
開
催
予
定
で
す
。

◇
お
か
や
ま
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

　
今
月
（
４
月
11
日
〜
）
の
展
示

は
、
桑
原
米
子
さ
ん
の
ト
ー
ル
ペ

イ
ン
ト
や
手
芸
作
品
で
す
。

　
セ
ン
タ
ー
に
お
立
ち
寄
り
の
際

に
は
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
太
田
公
民
館
桜
ま
つ
り

　

太
田
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の

上
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
に

お
い
て
、夜
間
照
明
を
設
営
し「
桜

ま
つ
り
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
地
区
住
民
の
方
か
ら

鯉
の
ぼ
り
を
寄
贈
い
た
だ
き
、
庭

先
に
泳
が
せ
ま
し
た
。

　

寄
贈
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

４
月
28
日
㈰
開
催
し
ま
し
た
。

カ
タ
ク
リ
の
群
生
や
多
く
の
山
野
草

を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
の
史
跡
文
化
財
に

も
指
定
さ
れ
て
い
る
勘
介
山
古
墳

（
飯
山
地
域
で
初
め
て
発
見
さ
れ

た
前
方
後
方
墳
）
の
学
習
会
も
行

い
、
地
元
の
自
然
と
宝
物
を
再
確

認
し
ま
し
た
。

◇
秋
津
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　

６
月
９
日
㈰
午
前
10
時
か
ら

と
ん
ぼ
の
里
（
秋
津
農
村
公
園
）

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
で
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◇
第
21
回
木
島
地
区
レ
デ
ィ
ー
ス

　
　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

６
月
２
日
㈰
木
島
小
学
校
を

会
場
に
開
催
し
ま
す
。

ニ
ア
か
ら
日
本
の
皆
さ
ん
へ
伝
え

た
い
こ
と
〜
ソ
ー
テ
・
サ
ワ
サ
ワ

い
の
ち
の
重
さ
は
み
ん
な
同
じ
〜｣

と
題
し
飯
山
地
区
人
権
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

◇
飯
山
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日　

時　

 

５
月
26
日
㈰

開
会
式　

午
前
６
時
30
分 

　
　
　
　
長
峰
多
目
的
運
動
広
場

会
場
お
よ
び
試
合
開
始
時
刻

・
長
峰
多
目
的
運
動
広
場

　
　

  

午
前
７
時
試
合
開
始

・
飯
山
小
・
城
南
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　

  
午
前
６
時
30
分
試
合
開
始

　

各
会
場
で
リ
ー
グ
戦
を
行
い
、

１
位
の
チ
ー
ム
が
午
後
に
長
峰
多

目
的
運
動
広
場
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

◇
飯
山
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会 

日　

時　
　
６
月
23
日
㈰

開
会
式　
　

午
前
８
時
30
分

競
技
開
始　

午
前
９
時 

会　
場　
　

長
峰
マ
レ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

チ
ー
ム
編
成　
同
一
字
町
ペ
ア

 (

男
女･

男
男
・
女
女
・
親
子
等) 

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

飯
山
公
民
館
☎
62
３
３
４
２

◇
水
梨
子
沢
カ
タ
ク
リ
鑑
賞
会
・

　
　
　
　
勘
介
山
古
墳
学
習
会

◇
飯
山
公
民
館
運
営
審
議
会

　
４
月
13
日
㈯
午
後
、
平
成
24

年
度
事
業･

決
算
報
告
、
平
成

25
年
度
事
業
計
画･

予
算
案
等

を
審
議
し
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
、
新
年
度
公
民
館
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

◇
飯
山
人
権
政
策
推
進
協
議
会
総
会

　
公
運
審
と
併
せ
開
催
さ
れ
、
平

成
24
年
度
事
業･

決
算
報
告
、
平

成
25
年
度
事
業
計
画･

予
算
案

等
を
審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
飯
綱
町
在
住
、
小

林
フ
ィ
デ
ア
さ
ん
か
ら｢

タ
ン
ザ
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飯

山

太

田

木

島

外

様

常

盤

富

倉

岡

山

秋

津

大勢の友人や孫たちと仲良く暮らしたい

瑞

穂

素晴らし作品を見に、ぜひお出かけください。

明るいフィデアさんの話を聞きながら

勘介山古墳で

素晴らしい景色に泳ぐ「こいのぼり」

展示内容
・各集落の歴史と地名の由来
・瑞穂村全図（明治期）
・瑞穂村役場時代の「宿直日誌」
・中山晋平作曲「瑞穂小唄」について
・神戸のイチョウの絵本「まんげつのやくそく」  
  原画展示ほか

企画展
「シリーズいいやま風土記　みずほの郷」好評開催中　
期　　間　７月７日（日）まで　　
場　　所　飯山市ふるさと館企画展示室
開館時間　午前9時から午後６時
              （入館は午後5時30分まで）
入 館 料　大人２００円  子ども１００円
              （市内小中学生の入場は無料）

ふるさと館友の会
　　　　　会員募集！！
・ふるさと飯山の自然・文化・歴史に興味のある方な
  らどなたでもご入会いただけます。
・年会費は2,000円です。会員特典もありますので、
  詳しくはふるさと館までお問い合わせください。
☆皆様のご入会をお待ちしています！

お問い合わせ先：飯山市ふるさと館　☎ 0269-67-2030

飯山線の古い写真や資料を
探しています。

正受庵での学習会の様子

・昔の車両　　　　　　　・ＳＬ
・ディーゼル機関車　　　・飯山市内沿線の駅舎
・切符　　　　　　　　　・チラシなど

たとえば・・・
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開館時間と休館日
＜開館時間＞  火～金9：30～18：00
　　　　　  土・日9：30～17：00
 ＜定 休 日＞   月曜日・祝祭日・年末年始

◇ 図書館カレンダー ◇

の日は休館です。

図書館
ニュース

6/１ 土
２ 日 10:30～おはなしひろば
３ 月 月曜休館
４ 火 10:30～絵本講座1回目
５ 水 移動図書館車①コース
６ 木 10:30～絵本とわらべうたの会
７ 金 移動図書館車④コース
８ 土
９ 日 10:00～ブックスタート
10 月 月曜休館
11 火 10:30～絵本講座2回目
12 水 移動図書館車③コース
13 木 10:30～絵本とわらべうたの会
14 金 移動図書館車②コース
15 土
16 日 10:30～おはなしひろば
17 月 月曜休館
18 火 10:30～絵本講座3回目
19 水 移動図書館車①コース
20 木 10:30～絵本とわらべうたの会
21 金 移動図書館車④コース
22 土
23 日 10:30～おはなしひろば
24 月 月曜休館
25 火 10:30～絵本講座4回目
26 水 移動図書館車③コース
27 木 10:30～絵本とわらべうたの会
28 金 移動図書館車②コース
29 土
30 日 10:30～おはなしひろば

らいぶらりいブックレビュー
こんなのもあります
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  日本人はなぜ賽銭箱に賽銭を放
り投げるのか。そもそも、なぜ賽
銭を上げるのだろう。
　銭の前は米だった。米の前は…。
お賽銭の本来の姿とは一体何か。
　日本各地の賽銭にまつわるあれ
これをわかりやすくまとめてある
一冊です。
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昨年度の様子

　
「
親
と
子
の
絵
本
講
座
」
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

子
ど
も
（
乳
幼
児
）
の
時
期
は

感
受
性
豊
か
で
、
と
て
も
影
響
の

受
け
や
す
い
時
期
で
す
。

　
こ
の
短
い
貴
重
な
時
期
を
大
切

に
し
、
絵
本
を
あ
た
え
る
こ
と
が

で
き
た
ら
、
ど
ん
な
に
す
ば
ら
し

い
で
し
ょ
う
。

　

親
子
で
気
持
ち
を
通
い
合
わ
せ

る
こ
と
、
お
互
い
に
笑
い
あ
う
こ

と
、
同
じ
も
の
を
見
つ
め
、
愛
し

く
感
じ
る
こ
と
。
絵
本
を
通
し
て
、

親
子
が
楽
し
む
こ
と
の
大
切
さ
を

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

講
座
は
全
４
回
で
、
午
前
１０
時

30
分
か
ら
約
40
分
間
で
す
。

　

会
場
は
、
２
階
の
絵
本
室
で
、

参
加
費
は
無
料
で
す
。

移動図書館車ゆきつばき号巡回日程表（平成 25 年 6 月～ 7 月）
１コース 水曜日 ２コース 金曜日 ３コース 水曜日 ４コース 金曜日
北原公会堂 今井生活改善センター 温井多目的センター ＪＡ太田出張所前

9：50～ 10：10 10：00～ 10：20 10：00～ 10：20 10：00～ 10：20

柏尾公民館 千曲荘前 蕨野ふるさと館前 柳沢公会堂
10：15～ 10：35 10：25～ 10：50 10：30～ 10：50 10：25～ 10：45

戸隠公民館 旧戸狩セブンイレブン前 戸狩温泉スキー場瀬木駐車場 小泉集落センター
10：45～ 11：05 10：55～ 11：15 10：55～ 11：15 10：55～ 11：15

下水沢公会堂 大塚生活改善センター 顔戸公会堂 外様活性化センター
11：10～ 11：30 11：20～ 11：40 11：25～ 11：45 11：25～ 11：45

小沼倉科商店前 西大滝旧鈴木病院 坂井多目的集会所 旧ＪＡ富倉支所付近
11：35～ 11：55 2：20～ 2：40 1：50～ 2：10 2：00～ 2：20

関沢農業生活改善センター 藤沢多目的集会所 ふっくら工房ふるさと前 市ノ口公会堂付近
2：25～ 2：45 2：45～ 3：05 2：15～ 2：35 2：40～ 3：00

神戸公民館 馬場集会所 上組公民館 小佐原公会堂
2：55～ 3：15 3：10～ 3：30 2：50～ 3：10 3：05～ 3：25

福島公民館 和水多目的センター 深沢公会堂 山口公会堂
3：20～ 3：40 3：35～ 3：55 3：20～ 3：35 3：30～ 3：50

戸那子構造改善センター 岡山活性化センター 茂右エ門新田区民センター 笹川公民館
3：50～ 4：10 4：00～ 4：20 3：40～ 3：55 3：55～ 4：15

常盤小学校付近 秋津中央公会堂 南条生活改善センター
4：20～ 4：40 4：05～ 4：25 4：20～ 4：40

中町神社道路付近
4：30～ 4：50

6月 5日・19日 6月 14日・28日 6月 12日・26日 6月 7日・21日
7月 3日・17日・31日 7月 12日・26日 7月 10日・24日 7月 5日・19日

      　
サ
ー
ビ
ス
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ー
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ン
と
時
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

            　
　
　
　

  

巡
回
日

郷
土

信
州
観
光
パ
ノ
ラ
マ
絵
図

長
寿
県
長
野
の
秘
密

信
濃
毎
日
新
聞
社
出
版
部

白
澤 

卓
二

野
菜
と
山
菜
・
園
芸
な
ど
の
テ

ー
マ
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
て
い
ま
す
。

野
菜
を
う
ま
く
作
り
た
い
・
き

れ
い
に
花
を
咲
か
せ
た
い
方
に
は

大
変
お
勧
め
で
す
。

ま
た
、
山
菜
取
り
の
シ
ー
ズ
ン

で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
山
菜
の
簡

単
な
見
分
け
方
や
料
理
・
保
存
の

　

市
内
保
育
園
・
幼
稚
園
に
ご

案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
に
も
チ
ラ

シ
（
申
込
書
）
を
置
い
て
あ
り
ま

す
。

　
な
お
、
電
話
で
の
申
し
込
み
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

実施日等 午前１０時３０分～　　親と子の絵本講座の内容

 6月4日（火） ０歳からの絵本 どんな絵本を読んであげたらいいの？

 6月11日（火）３～４歳頃の絵本 絵本の楽しみ方がぐんと広がる「黄金期」。空想の世界への入口です。

 6月１8日（火） 昔話について 昔話って語り継がれてきているだけに
「特別」なものを持ってるの。

 6月２5日（火） 読みもの
科学の絵本

絵本→長いお話ってハードル高い？
5・6歳の頃にはこんな本たちを。

季
節
の
野
菜
と
お
花
畑  

テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー　

映
画
ド
ラ
マ
原
作
本
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー

図
書
館
２
階
閲
覧
室
入
口
に

「
映
画
ド
ラ
マ
原
作
本
」
の
テ
ー

マ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
上
映
さ
れ
て
い
る
図

書
館
戦
争
や
昔
の
映
画
な
ど
の

原
作
本
も
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非

読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

本
も
揃
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

「
親
と
子
の
絵
本
講
座
」
参
加
者
募
集


